
□ご利用案内

開館時間 9:0○○17:00 (入館は16:30まで)

休 館 日 火曜(祝日の場合は開館、翌日休)、

祝日の翌日(土曜日が祝日の場合の日曜日は開館)

観覧料 一般520(420)円、大学生220(1 70)円

※ 帯結欝諾諾瑞講報の耀●生徒の観覧料は鮒でも
※特別展は別途観覧料が必要となります。

※お得な年間パスポートもご乱lます。購入した日から1年間、県立博物館の常設展・企画展(特
別展)を何度でもご覧いただけます。県立博物館・県立美術館・県立考古博物館"県立文学館
の4館共通年間パスポート(ミュージアム甲斐in券)も販売しております。

県立博物館単館 一般:2,100円 大学生:1.050円

4館共通 一般:5,24〇円 大学生: 2.62〇円

口館内施設

LiBRARY

郷土研究の参考となる図書や雑誌、展示の参

考図書などを自由に閲覧することができます

また、収蔵品の検索ができるほか、 「甲州文庫」

のデジタルデータも見られます,

CARDとN

シンボルヅノーのヤマナシの木や「ドングノの

森」 、約4万本の草花たちが皆様をお迎えしま

も化石や道祖神、 「古代の畠」もありますな

MUSEUM SHOP

□営業時間/9:30-1 7:00

博物館で刊行した図録やオリジナルグッズ、

山梨に関する書籍、山梨の特色ある商品"お土

産などを、取り揃えておりま.素

□交通

鵜中央自動車道一宮"御坂ICから車で約8分

○○R石和温泉駅からパスで約1 0分

富士急行/ 「富士山駅」・「篤宿」行き

喜」R甲府駅からパスで約30分

富士急行/南口与番のりは「富士山駅」行き

○富士急行・河口湖駅からパスで約40分

与番線「甲府駅」行き

獲富士急行 富士山駅からパスで約50分

4番線「甲府駅」行き

喜高速バス停から徒歩20分

口駐車場(無料)

乗用車180台、バス8台
(駐車場無料、満車時には他の駐車指紋あり)

山梨県立博物館詳謙譲語器諾。
Yamanashi Prefectural Museum uRL: http://www.museum.pref.yamanashiJp

注意事項

●本券をもって領収書に代えます。

●本券の払い戻し及び再発行は致しません。

●本券は発行日に限り有効です。

●改札前に半券を切り離すと無効です。

お願い

●陳列してある資料には手を触れないでください。

●敷地内は全面禁煙です。

●館内へのペットや危険物の持ち込み、所定の場所以外での飲食、撮影はお断りします。

●展示室内での携帯電話の使用はご遠慮ください。

開館時間 9:00-17:00(入館は16:30まで)

休館日 火曜日(祝日の場合は開館、翌日休)、祝日の翌日(土曜日が祝日の場合の日曜日は開館)、年末、1月1日、その他臨時休館あり

圏螺駆蟻鰹かいじあむ
〒406-0801 山梨県笛吹市御坂町成田1501-1
TEL O55-261-2631 FAX O55-261-2632

http://www.museum.pref.yamanashi.jp



天気の良い日は、巣粗輯嵩の向こうに
て ん き よ ひ

龍夫な市塙ヵ追えます。

Q2〇
回圃「萎競する景観」母

.詣刀レ㊤ス

謝ま藤欄萌。拳で言う

県知事をしていた。しろうさで

Q 1 9国軍冨田「翳する景観」

今ではフルーツ王国の山梨。

江戸時代から昭和半ばまで、養○

や生糸の塑造が盤んだった。

舎監「童にく
じようかまち

らす」+史も′∴

「城下町のにぎわい」

里から町へ、正月の初売り

を見に来た親子。

「ボクも白と赤の

○○マがほしい!」

養㊤

顕
日
田
器

ワシには○○神が乗り移ってお

るのじゃ。盛大に祭りをいたせ。

飾られた幕絵も見事であるぞ。

Q萱7回国畢勘誓わ

0㊤柏 あとちょっと

Q漢2四国「端からのメッセージ」要務
せんごく じだい おこな

戦国時代から行われて

きた苦いo筒の神事

Q音3国50 「蒜に最り組む」

私は仏像。村人が私を

いじめるのは、○を願っ

ているからなのです。

○乞いの仏縁

Q看4回国「童にくらす」

私は村境などにあらわれて、

人を化かすことがあります。

十㌦∴碁艶/二人

圏
Q萱5国王富国「葺にくらす」

履いているのは、人ではな

い"""?高のマの草鞋

監「董にく計
「城下町のにぎわい」

ボクは、ノラからムラ、

高札場のある城下町へと
なが たび

長い旅をした。

露護ウ0ギ



告Q 1 喜田雪害国晶こ生きる」

武田の繁栄を支えた鉱山開発。

○で山梨独自の貨幣

採掘された

車軸〇 、言、言㌍笥

Q 〇 〇回50 「講を轟かす」

私は行商人から始めて大成

萌した岩尾遺草。雑のよう

な実業蒙を丸まこう童ぶ。

が甲府道祖神祭りのために

描いたのは…。

Q07回国国「蓮がつなぐ酸い」

室町時代の大露の中には、

○国製の陶磁器が納められ

おさらがうみをわたったの’サ

㊤自製

$Q06国雪国「琵影る嵩親」

私はイギリスの外交官。

1881挙に霜で註揃をジャンプ,

下りました。
アーネスト

E"

Q01

チャレンジ!クルーズ

画王副「自然の森の中で」

縄文人のエネルギーの高まり

を象徴するかのような

○○まき支様

Q03

Q02
画王星田「甲斐の誕生」

私はあるお寺を護ってい

ました。

回国国「革蔓の圭講」

私は聖徳太子。

烹甲斐の黒駒に乗って、

霊ある苗こ飛びました。

亀‥∴, ○○山

二した。 武士団。

〇〇〇

Q04

直の寺

誠

二、 i賀

田S雲

集

書画星間「信仰の足跡」

私には、特別な能力がある。

Q05
回国国「草蔓を晶する講たち」

甲斐の国から全国に展開した
ぶ し だ ん
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